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1I06 

イノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性の向上ᡓ␎ 
－グローバル・ࢽッチトップ業の事から考察－ 

 
 

 （㞴Ἴ 正᠇, ⚟㇂ 正ಙ, ⸨本 Ṋኈ㸦❧㤋アジアኴᖹὒ大学ۑ
 
 

㸯㸬ࡵࡌࡣ 

 
 ⩏ᬒ࣭ព⫼ࡢ✲◊ 1.1

日本のࣔノ造り⏘業は, 多様なイノ࣋ーࣙࢩンを出

してきたが, 新⯆工業ᅜの㏣い上ࡆにより➇தඃを

㡰ḟኻうケースも発生している. これは, 高, コス

ト高, ᢏ⾡のスࣆル࢜ーバー等が考えられるが, イノ

ネジ࣓ント足も大きな࣐ンのᑓ用可能性のࣙࢩー࣋

要因とされる.  

本✏ではグローバル・ࢽッチトップ業㸦௨ୗ, GNT

業）とࡤれる日本の中ሀ・中ᑠ業⩌がẚ㍑的㛗

ᮇ間ୡ⏺のトップグループのᆅを⥔持する現象にὀ

目する.  

GNT業の〇ရはᴟめて狭いᕷ場分㔝に↔Ⅼを⤠って

いる. しかし, ᕷ場の⤠り㎸ࡳだけでは充分であろ

う. そのᆅを㛗ᮇにࢃたり⥔持するには⥅続的なイ

ノ࣋ーࣙࢩン生だけでなく, イノ࣋ーࣙࢩンのᑓ用

可能性に関し, 意ᅗ的ないし↓意識の工夫があるので

はないか. これをゎ明するため, ḟの3つのどⅬでᩚ理

する.  
➨㸯は, イノ࣋ーࣙࢩンの性᱁である. どのようなタ

イプのイノ࣋ーࣙࢩンが多いのか.  
➨㸰はどのような⤒㊰でGNT業に฿㐩したのか.  
➨㸱は, イノ࣋ーࣙࢩンの⥅続的出とそのᑓ᭷可能

性の向上対策である. どのような手ẁでイノ࣋ーࣙࢩ

ンを連続的に生しそのᑓ᭷化可能性を高め, ┈化

につなࡆているのか.  
上グに関しするᐇ態調査でఱらかのඹ通要因を抽出す

ることを研究目的とする. これらのᴫ念がᬑ㐢性をも

てࡤ, 中ᑠ業だけでなく, 大業にとっても参考と

なろう.  

 
上グの課題に関し事を分析・考察するため, ୗグにお

いて, まず, 主な用語を定⩏し, ついで, 分析ᯟをタ定

する.  
 

1.2 ⏝ㄒࡢᐃ⩏ 
(1)GNT〇ရとは, ୡ⏺ᕷ場で⥅続的にトップグルー

プの࣏ジࣙࢩンを༨める〇ရと定⩏する. また, GNT
業とはGNT〇ရを保᭷する業と定⩏する.  
 
(2)イノ࣋ーࣙࢩンとは, ఱか新しいものを, 業が
最ึにうまくၟ業的に用することである(1), と定⩏
する.  
 
(3)社会や㢳ᐈに与える影響のᗘ合が低く, 㐍的・連
続的な場合をインクリ࣓ンタル・イノ࣋ーࣙࢩンと定
⩏し, 影響のᗘ合が高く, ᛴ㐍的・㠀連続的な場合を
ラディカル・イノ࣋ーࣙࢩンと定⩏する.  
この定⩏では, インクリ࣓ンタル・イノ࣋ーࣙࢩンと
ラディカル・イノ࣋ーࣙࢩンの༊分は᭕である. そ
こで本✏では, ୧者を定㔞的な基‽により༊分した
R.Leifer(2000) らの定⩏を᥇用する. ᙼらはラディ
カル・イノ࣋ーࣙࢩンをձᚑ来にない機能特性を持つ
もの, ղ᪤知の特性だが, 5㹼10 ಸ௨上の性能ᨵၿ, 
30㹼50%௨上のコスト๐減を㐩ᡂしたもの(2), と定⩏
した. ᚑ来, インクリ࣓ンタル・イノ࣋ーࣙࢩンの範
でᢅࢃれていた, ղをラディカル・イノ࣋ーࣙࢩン
として⧞り㎸ࢇでいる. 本✏では, ᚋ者の, ラディカ
ル・イノ࣋ーࣙࢩンの定⩏をྵࡴ.  

 

(4)イノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性とは, イノ࣋ーࣙࢩ

ンから生まれるᡂ果, とりࢃけ┈を, そのイノ࣋ー

ンを担ったᙜの業が⚾的┈として⋓得するࣙࢩ

業能ຊを指す(3).  

 
1.3  ◊✲ㄢ㢟 
研究課題としてୗグをタ定する.  
(1)どのような種㢮のイノ࣋ーࣙࢩンを生している
のか.  
(2)GNT業の㉳源と⤒㊰を明らかにする.  
(3)イノ࣋ーࣙࢩンの⥅続的生とそのᡂ果のᑓ᭷可
能性をどのような手ẁで高めているか.  
 
 
1.4 ◊✲᪉ἲ 
本✏の研究課題に関し, ඛ行研究を調査し, 未ゎ明の
部分をᐇ態調査に基づきゎ明する.  
調査対象業は『全ᅜのࣔノసり中ᑠ業300社2008
年』からᕞᆅ域の業の9社を㑅ᢥした. ྛ社は事
๓のアンケートと社㛗インタࣗࣅーをᐇした. 調査
対象業をᅗ⾲㸯に♧す.  
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ᅗ⾲㸯 調査対象業のᴫ要 

社名 主せၟရ ୡ⏺
シ䜵䜰

社ဨ数 ᡤᅾ┴ ᴗ 会社タ
❧

䞞᳃㚡ᕤᡤ 䝍イ䝲成ᆺドラ䝮
( ⏘ᴗᶵᲔ）

4 0% 4 7 ⚟ᒸ 1905 1934

䞞୰ᓥ⏣㕲ᕤᡤ プレス⨨䝦䝑䝎ー、フ䜷ーマー
の〇㐀 ( 精ᐦຍᕤᶵᲔ）

70% 122 ⚟ᒸ 1911 195 1

䞞す㒊ᢏ◊ 䝕シ䜹ント㝖‵ᶵの心⮚㒊であ
る䝝ニ䜹䝮䝻ー䝍ー

30% 200 ⚟ᒸ 1962 1965

䞞すᮧ㚡ᕤᡤ コン䝟クト・┬エネᆺᗫỈฎ⌮⏝
⇱ᶵの〇㐀

100
%

5 1 బ㈡ 1920 194 5

䞞ᮾளᕤᶵ 大ᆺ⯪⯧䝕䜱䠉䝊ルエンジンྥ
䛡㗪㐀シ䝸ン䝎・ライ䝘ー

60% 300 బ㈡ 䠉 194 4

䞞 J D C ( ᪧ᪥ᮏ㛤Ⓨコン䝃ル䝍ント） 金ᒓコイル無യᕳきྲྀりᶵ 90% 14 長ᓮ 䠉 1968

ᮏከᶵᕤ䞞 ྛ✀≉Ṧ䝫ンプ（ラテ䝑クス䝫ン
プ）

90% 14 6 ⚟ᒸ 194 9 195 1

ミク䝻エース䞞 㧗ຍ⾲㠃ฎ⌮ᢏ⾡ 70 ᐑᓮ 䠉 195 2

䞞䝢ーエ䝮テ䜱ー ㉸精ᐦ㍈ไᚚᢏ⾡をコ䜰と䛩る
精ᐦᶵჾ〇㐀

105 ⚟ᒸ 䠉 1991

 

2 ඛ⾜◊✲ࡢㄪᰝ 

Tidd らはイノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性をா受するた

め, ୗグの手ẁをᣲࡆる㸦Tidd, J. et al., 2001）(4).  

業がᢏ⾡ᢞ資から┈を確保する能ຊは, (a)

ᢏ⾡的なᙉࡳをၟ業的にᐇ現可能な〇ရの⩻ヂ

能ຊおよࡧ, (b)そのᙉࡳをᶍೌ者からᏲる能ຊ, 

の 2 つの要因によってỴまるとされる. ๓者がイ

ノ࣋ーࣙࢩン生の能ຊ, ᚋ者がイノ࣋ーࣙࢩン

のᑓ᭷化可能性を高める能ຊである. イノ࣋ーࢩ

ࣙンのᑓ᭷化可能性を高める手ẁとしてୗグとし

ての手ẁがある.  
ձ業機ᐦ 
ղ✚されたᬯ㯲知 
ճリード・タイ࣒とアࣇターࢧーࣅス 
մ学⩦᭤⥺ 
յ⿵的資⏘ 
ն〇ရの」㞧性 
շつ᱁・ᶆ‽ 
ոඛ㥑的で㠉新的な新〇ရ 
չ特チ保ㆤのᙉさ 

これらの手ẁの༢⊂ᐇはᚲずしも᭷ຠでなく, それ

らの合ࢃせᢏがᚲ要とされる.  
 
H. Simon (1996)は, “Hidden Champion” のᴫ念 
をᥦၐした. これは, グローバルᕷ場の࣐ーケッ 
トリーࢲーに関する大つᶍ調査から得られたもの 
で, 本✏におけるGNT業とࡰ同⩏である.  
かれは, 同じᴫ念で㏣㊧調査を行い, ㆟論を῝め 
㸦H. Simon, 2009）, ➇தඃは〇ရ༢ရだけで 
なく, 特チ, 〇造や⤌⧊のプロセスに⤌ࡳ㎸まれ 
る, とする. また, 「ඹ同㛤発」, 「⊂自の機Ე工学 

と機Ე〇造」, 「⊂自の研究㛤発」, 㺀ᡓ␎的ᥦᦠ」 
等を活用するという. 集⣙すると, 「➇த相手にこ 
だࢃるのでなく, 㢳ᐈに集中してࢃが㐨を行く」(5) 
とする. また, 㢳ᐈ情報の集に関して, 「どの㞃 
れたチャン࢜ࣆンも㢳ᐈと┤᥋᥋ゐすることを望ࢇで 
いる」とし, ᙼは調査結果として, その合が69.4%  
であるとした(6).  
 
⣽㇂は, 㺀➇தඃ㺁に関し, 㺀高いᕷ場࢙ࢩアの㛗ᮇ 
にரる⥔持で⾲される『➇தඃ』」は, 〇ရが⋓得 
した『➇தຊ』の源Ἠ㸦性能, デザイン等）にຍえ,  
ձᕷ場がᑠさくてかの₯ᅾ的౪給者が参ධを㌋㌉す 
るᕷ場をᩒえて㑅ᢥするなどの᪤Ꮡ౪給者のᕷ場にお 
けるᆅのとりかた㸦࣏ジࢽࣙࢩング）, ղノウࣁウ 
を業⛎ᐦのᙧで保持するなどの方法による『ᶍ  ೌ
ᅔ㞴性』の確保という㸰つの要⣲の⤌合せがあってึ
めてᐇ現される」(7)と㏙, また, ᶍೌᅔ㞴性には, 
業⛎ᐦのか,  
(a)日本〇ならではとࣘーザーにᛮࢃせる高いရ㉁の
確保, (b)業の「評ุ」を⥔持する観Ⅼから࣓ンテ 
〇ရトータルとしての㢳ᐈ‶足ᗘを向上ࡴンスをྵࢼ
させるᬑẁのດຊを続けること」(8)がᚲ要としている.  

 
䬟原は「日本業のᢏ⾡ᡓ␎の特ᚩとして, 㸦中␎） 
イノ࣋ーࣙࢩンのᑓ用可能性が低い」(9)ことを指し,  
その㢧ⴭな外として, キャノンのプリンターの事 
をྲྀり上ࡆ,㺀アーキテクチャーのᕦࡳなኚ᭦を通じ 
て, 消費者ࢽーࢬに合⮴した〇ရ㛤発を㐙行」(10)し 
て, イノ࣋ーࣙࢩンのᑓ用可能性を高めていると指 
する.  
 
 
3 ศᯒᯟࡢタᐃ 
 
 ᛶ⬟ྍ࠸ᗈࡢ㢮✀ࡢࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ3.1
 
GNT 業のイノ࣋ーࣙࢩンの特性を᥈るため, イノ࣋
ーࣙࢩンの種㢮をᗈく⥙⨶した分析ᯟをタけ, その中
での⨨けをおこなう.  
そのために, まず, 本ᰯでྲྀり上ࡆるイノ࣋ーࣙࢩン
の性᱁づけを行う. このため, できるだけᗈいイノ࣋
ーࣙࢩンの可能性の㢮ᆺをタ定し, その中での特ᚩを
Ỵめる. イノ࣋ーࣙࢩンをึめてయ系的に理論化した
ーター(Shumpeter, J. F.)の㺀5࣌ンࣗࢩ つの新結合㺁
(11)とイノ࣋ーࣙࢩンの機会を分㢮した, ドラッカー
(P. F. Drucker)の㺀7つの機会㺁(12)の⤌ࡳ合ࢃせが㐺ษ
と考える. 㺀5 つの新結合㺁はイノ࣋ーࣙࢩンのᙧ態を
♧し, 㺀7 つの機会㺁はイノ࣋ーࣙࢩンの機会であり, 
それぞれ⊂❧の事象であり, 35 のセルがᙧᡂされる. 
これを㺀ࣗࢩン࣌ーター・ドラッカー・࣐トリクス㺁㸦௨
ୗ, S-D࣐トリック）とࡰう. S-D࣐トリックはᗈい
㺀イノ࣋ーࣙࢩンの可能性✵間㺁を♧している. ᅗ⾲ 2
はドラッカーの7つの機会から事を1ずつྲྀり出し, 
ーターの࣌ンࣗࢩ 5 つの分㢮で, ➹者のุ᩿で 仕分
けしたものである.  
もともと, ࣗࢩン࣌ーターのイノ࣋ーࣙࢩンは「造 
的◚ቯ」(13)を定しているが, 本✏においては「5つの 
新結合」のᴫ念のࡳを用する.  
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㸦出ᡤ㸸㞴Ἴ・⚟㇂⦅ⴭ『イノ࣋ーࣙࢩン・࣐ネジ࣓ント』2011年, p.13

を参考に➹者సᡂ. 原はࣗࢩン࣌ーター, ሷ㔝㇂・中山・ᮾ⏿ヂ, 『⤒
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3.2 GNTᴗࡢ⤒㊰  
 
GNT業の㉳源と⤒㊰は多種多様とされる. これをᩚ

理する1つのどⅬとしてᅗ⾲3の「GNT〇ရの㐍化⤒

㊰」を定する.  
GNT業には3つの㉳源が定できる.  
ձ࣎ーン・グローバル・カンパࢽー(Born Global 
Company:BGC)(14)  
ղ業ᙜึから特Ṧရ・特ὀရを〇造・㈍.  
ճ業ᙜึはỗ用ရから㛤始し, 特Ṧရ・特ὀရを⤒て
GNT業に฿㐩.  
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ᅗ⾲ 3 において, イノ࣋ーࣙࢩンが生されるのは, 
ỗ用ရから特ὀရ・特Ṧရのẁ㝵と特ὀရ・特Ṧရ
からGNT〇ရのẁ㝵が定できる. イノ࣋ーࣙࢩン
の種㢮は, それぞれのẁ㝵でインクリ࣓ンタル・イノ
ンの୧方の可ࣙࢩー࣋ン, ラディカル・イノࣙࢩー࣋
能性がある.  
 
 
4ㄪᰝᑐ㇟ᴗࡢศᯒ⤖ᯝ 
 
4.1 ྛ♫ࡢせ〇ရࡢᒓᛶ 
  

まず, 本書でྲྀり上ࡆたྛ社の〇ရの属性を確認した� 
ᅗ⾲㸲に♧すようにྛ社はすて資本㈈の生⏘・ຍ

工・㈍を主要事業としており, 消費㈈を対象とする

業はない� また, ྛ社ともに⊂自の〇ရ・ᢏ⾡があり, 
タ計・㛤発能ຊを᭷する「〇ရ㛤発ᆺ」業である�  
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4.2 GNTᴗࡢ⤒㊰ 

 

本✏の事㸷社中, *17 業は㸶社ある� そのうࡕセ

ルỗ用ရを㉳Ⅼとするのは㸲社で, 特ὀရ・特Ṧရを

㉳Ⅼとするのは㸲社と༙々となった�  
また%*&㸦࣎ーン・グローバル・カンパࢽー）にヱᙜ

する事もなかった�  
ṧり1社は, ỗ用ရを㉳Ⅼとし, 現ᅾ, 特ὀရ・特Ṧရ

のẁ㝵にある「⮩㱟業」と見される�  
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分㢮し, ᅗ⾲㸳, ᅗ⾲㸴で♧す�  
ドラッカーは「7 つのイノ࣋ーࣙࢩンの機会は, ᡖ然

と分かれているのではなく, いに重」する」(15)と㏙

ており, 本ケースの分㢮では, その最も㏆い㺀機会㺁

を㸯つ㑅ࢇでいる.  

ᅗ⾲3 GNT〇ရの㐍化⤒㊰ 

ᅗ⾲㸲 ྛ社主要〇ရの性᱁ 

ỗ用ရ㸸他社〇ရとẚて機能・性能に大ᕪがない〇ရ  

特ὀရ・特Ṧရ㸸機能, 用㏵, 㢳ᐈなどを㝈定した〇ရでGNT〇ရの原ᆺ・

ೃ⿵⩌  

GNT〇ရ㸸特定分㔝のୡ⏺ᕷ場でトップグループを༨める〇ရ  
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ᅗ⾲㸳 ྛ社のイノ࣋ーࣙࢩンの分㢮 

ᴗ名 イ䝜ベーションの名⛠ S - D マト䝸䝑クスでの位⨨

ᮏከᶵᕤ ラテ䝑クス・䝫ンプ 䠉䝈のᏑᅾ×新〇ရ

䠦䠠䠟 金ᒓⷧᯈ無യᕳきྲྀり⨨ 䠉䝈のᏑᅾ×新〇ရ

ミク䝻エース 自ືめ䛳き⨨ 䠉䝈のᏑᅾ×新生⏘
᪉ᘧ

᳃㚩ᕤᡤ 全自ື化䝍イ䝲成ᆺドラ䝮 䠉䝈のᏑᅾ×新〇ရ

୰ᓥ⏣㕲ᕤᡤ フ䜱ン䜺ーレス・トランスフ䜷ーマー
に よるᚤ⣽ネジ〇㐀⨨

䠉䝈のᏑᅾ×新〇ရ

すᮧ㚩ᕤᡤ ୪ิ䝕䜱スク⇱ᶵ 䠉䝈のᏑᅾ×新〇ရ

䝢ーエ䝮テイ ༙ᑟయ回㊰ᥥ⏬⨨ 新しい知識×新〇ရ

す㒊ᢏ◊ ୡ⏺ึシ䝸䜹䝀ル㝖‵⨨ 䠉䝈のᏑᅾ×新〇ရ

ᮾளᕤᶵ 䝍ー䜹䝻イ・ライ䝘ー( ⯪⯧䝕䜱ー
䝊ルエンジン長ᮇ無㛤放達成）

䠉䝈のᏑᅾ×新〇ရ

 

 

ィ
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２ ギ䝱䝑プのᏑᅾ 1社 1社

３ ニー䝈のᏑᅾ 6社 1社 7社

４ ⏘ᴗᵓ㐀のኚ化
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䠒 ㄆ識のኚ化
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ᅗ⾲㸴において, ᶓ㍈のࣗࢩン࣌ーターの5つの新結
合では㺀新〇ရの㛤発㺁が最も多く, 8社ある.  

また, ⦪㍈のドラッカーのイノ࣋ーࣙࢩンの㸵つの機

会では「ࢬ－ࢽのᏑᅾ」が最多の8社となった. ୧者

の⤌ࡳ合ࢃせでは, 「ࢽーࢬのᏑᅾ�新〇ရ」は7社

である.  

もともと, ドラッカーは 71 のイノ࣋ーࣙࢩンの事

を7つの機会に分㢮して⤂している(16). そこで, 最

も多いタイプはᙼが, リスクがもっとも高いとした

「新しい知識の出現」で22ある. 一方, 「ࢬ－ࢽの

Ꮡᅾ」は5にṆまり最少であり, 他の5つの機会は

  .ᆒ等に分ᕸしているࡰ

本書の事は㺀ࢽーࢬのᏑᅾ㺁に集中しており, ドラッ

カーの 7㸯の事がᆒ等的に分ᩓするのとは㏫のഴ向

にある. これは, ドラッカーの事はࢧーࣅスをྵࡴ

多様な⏘業の事をྲྀり上ࡆる一方, 本書の事が少

ないことと, 資本㈈のࣔノ造り業に集中しているこ

とにあろう.  

 

9 社の事におけるイノ࣋ーࣙࢩンの特ᚩの➨ 1 は, 

⤠でいることである. ྛ社はࢇを明確に⤠り㎸ࢬーࢽ

り㎸ࢇだᕷ場において, 最も重要とุ᩿する課題を特

定し, それを研究㛤発目ᶆとし, これに対するࢯルー

ࢩー࣋ンを㛤発・ᥦ౪するという, ຠ⋡的なイノࣙࢩ

ࣙンᡓ␎をとっている. しかしながら, これは通ᖖ, 

㢖⦾に᥇用されるᡓ␎であり, ၥ題はどのようにして

を特定しているかであり, これが௨ୗの考察でࢬーࢽ

の࣓イン・テー࣐となる.  
 

 の事にᮾள工機があ「のᏑᅾ�新〇ရࢬーࢽ」

る. 1950年代ᚋ ,༙ 大ᆺ⯧用ディーࢮルエンジン 

に低㉁重Ἔが用され, ࢩリンࢲー・ライࢼの異 

ᖖᦶ⪖が発生し, ᾏ㐠・造⯪業⏺の最重要課題の 

一つとなった. 同社はその明確かつ重要課題に関 

し, ᙜ時日本でᑵ⯟していた大ᆺ⯪の60㸣を㏣㊧ 

調査し, ᢏ⾡ၥ題を特定した上で, 「ターカロイ・ 

  ,を㛤発, ᢞධした. その結果「ࢼライ・ࢲリンࢩ

その࣎トルネックをゎ消し, ターカロイ・ライࢼ 

はୡ⏺の主流となった. ターカロイ㗪㕲ᢏ⾡は自 

動㌴向けに日本ࣆストリング社が㛤発したもので,  

同社はこのᢏ⾡を大ᆺライࢼ㛤発のためにᑟධし 

た.  

 

  ,の事は「のᏑᅾ�新生⏘方法の㛤発ࢬ－ࢽ」

クロエースの「全自動࣓ッキタഛ」である. このタ࣑

ഛは,ᚑ来, 高いࢽーࢬがありながらᐇ現されていな

かった, ձᑠᆺ〇ရの⎍なトレーࣅࢧリティとղバ

レル法では可能とされた高機能めっきฎ理, の2つ

を可能としたୡ⏺ึのᢏ⾡をᐇ現した. その㝿, ⯟✵

機業⏺での基本ᛮである「࢙ࣇールセーࣇ」の考え

方もᑟධしている.  

 

ティーは「新しい知識の出現�新〇ရ」の事࣒ーエࣆ

であり, 大学発の新しい知識を✚ᴟ的に活用してい

る. 同社は, 大学や研究機関等で生される新しい知

識が, 10年ᚋには⏘業⏺でᐇ用化されるഴ向を「発見」

し, それら機関で生されたࢩーࢬを㑅ᢥし, ᕦࡳに

┤㏆のࢽーࢬと࣐ッチングさせ, 㺀㉸ᑠᆺ㉸精ᐦ」合

ຍ工機㺁や㺀プロジ࢙クࣙࢩン描画⨨㺁としてၟ業化

にᡂຌしている.  
 
ྛ社が重どする「ࢽーࢬ」には 2 つの種㢮がある� ➨
㸯は㺀㢳ᐈは感じているがまだだれも౪給していない, 
₯ᅾ的なࢽーࢬ㺁�17�であり, ➨㸰は㺀㢳ᐈ自㌟もまだ意

識していない, 未知のࢽー「ࢬ�18�である�  

  
 

ᅗ⾲㸴 ྛ社のイノ࣋ーࣙࢩンの    
S-D࣐トリクスでの分ᕸと集計 
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これをゎỴするイノ࣋ーࣙࢩン出の手ẁは, 本書の

事では 2 つのタイプが観察された� ➨㸯は, 自社で

の研究㛤発であり, ➨㸰は自社での研究㛤発の過⛬で, 
他社ᢏ⾡を⤌ࡳ合ࢃせる「࢜ープンイノ࣋ーࣙࢩン」

である㸦ᅗ⾲㸵）�  
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自社㸩他社ᢏ⾡との

 せࢃ合ࡳ⤌
 㸦࢜ープンイノ࣋ー

 （ンࣙࢩ
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種㢮 

₯ᅾࢽ

ーࢬ 
4社 

 

4社 

 

未知の

 ࢬーࢽ
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本書のGNT 業㸶社のイノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性

を高める仕⤌ࡳは2つのタイプが観察された.  
 
 ཧධ㞀ቨᆺ㸧㸸ࡿࡼ㈈▱Ϩ㸦⊂⮬〇ရࣉࢱ
特チで自社〇ရをᏲりながら, 㢳ᐈࢽーࢬをඛྲྀりし 
てࣘࢽーク〇ရを⦎☻・高ᗘ化して参ධ㞀ቨを高くす 
るする. または, 新たなにᢞධする. これはイノ࣋ー 
  .ン生ᚋにᑓ᭷可能性を高めるタイプであるࣙࢩ
そのලయ的手ẁは多様性がある。 
(a)特チᮇ㝈の⤊๓に上機種を㛤発し, 参ධ㞀ቨ

を高く⥔持する;1社 

(b)多様な⏘業の㢳ᐈࢬ－ࢽを⊂自のどⅬでゎ㔘し, 

᪤Ꮡ〇ရをࣘࢽークᆺの新〇ရで代᭰する;1社 

(c)⤠り㎸ࢇだᕷ場において新ᢏ⾡を⥅続的に㛤発し, 

高ຍ価್化と知的㈈⏘⟶理で参ධ㞀ቨを高く⥔持す

る� また, 自社ノウࣁウの結集した〇造タഛは内〇化 
するか、生⏘ᢏ⾡の流出を㜵ࡄためコア部ᮦの〇造

はᅜ内の自社工場のࡳで行いᾏ外㸱生⏘ᣐⅬに㏦る; 

1社. 

  
 ϩ㸦㢳ᐈሗᑓ᭷ᆺ㸧㸸ࣉࢱ
㢳ᐈとの⥭ᐦな関ಀ構築によりࢽーࢬ情報の᥈⣴を重 
どするグループで特チⓏ㘓は㑅ᢥ性である� このタイ 
プはイノ࣋ーࣙࢩン生๓のẁ㝵で、できるだけ、情 
報をไᚚ, ᑓ᭷し, ➇合を㝖するタイプで, ྛ社の 
⊂自性がある�  
 

(a)㢳ᐈのᩘがẚ㍑的㝈定的なグループ㸹           

㢳ᐈとの⥭ᐦな関ಀ構築で㢳ᐈの₯ᅾ的ࢽーࢬを᥈⣴ 

しながら, ࢯリࣗーࣙࢩンをᥦ౪する. 新〇ရ, 新ᢏ 

⾡に関する特チ⏦ㄳは㑅ᢥ的であり, 業機ᐦを重ど 

する;2社  

(b)㢳ᐈのᩘがẚ㍑的多ᩘのグループ㸹3社  
多様な㢳ᐈからの要ㄳに対ᛂするḟୡ代の新〇ရをᥦ

౪する� 通ᖖ, 他社で対ᛂᅔ㞴な「㞴題」が₯ᅾࢬ－ࢽ
�9�として持ࡕ㎸まれる� 㢳ᐈの㺀ᮇᚅ㺁自యが, 高い参

ධ㞀ቨとなる�  
 
上グのタイプϩにඹ通するのは, 「➇த相手に, 㝽を

与えず, いつも㏣いかける状ἣに㏣い㎸めࡤ, 結果的

にỴ定的なඃ性を確保できる」�19�ᡓ␎である. これ

は, Tidd, J. et al.の「イノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能を

高める仕⤌ࡳ」の㺀ոඛ㥑的で㠉新的な新〇ရ㺁にヱᙜ

する. しかし, それ௨上に重要なのは, 意ᅗ的ないし

↓意識に, 㺀ࢽーࢬ情報の流れ㺁を自社向けにไᚚし, 
➇合他社には, できるだけ流れないようにしているⅬ

である�  
 
4.5 GNTᴗࡿࡅ࠾⥅⥆ⓗࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࡞ฟ 

 

GNT 業㸶社は, 㹅㹌㹒業に฿㐩ᚋもイノ࣋ーࢩ

ࣙンを⥅続的に出することがඹ通的に観察される. 
ྛ社の㢳ᐈࢽーࢬのアクセス方法やそれに対するࢯ

リࣗーࣙࢩンᥦ౪の方法はୗグのように多様である.  
 

(1)特化しているᕷ場で, よりຍ価್の高い新〇ရ

を⥅続的に出する(2社) 

(2)㢳ᐈから持ࡕ㎸まれる㺀↓理・㞴題㺁の₯ᅾ的ࢽーࢬ

に対し, ᚲずࢯリࣗーࣙࢩンをᥦ౪する㺀㏨ࡆない㺁㛤

発を⥅続する㸦3社）.  

(3)㢳ᐈのᢏ⾡会㆟に定ᮇ的に参ຍし, ḟୡ代ࢽーࢬ

をᢕᥱし, ⥅続的にࢯリࣗーࣙࢩンをᥦ౪し, 㢳ᐈの

➇தඃを⿵ᙉしつつ, 㺀㢳ᐈとのඹ㐍化㺁の関ಀを構

築・⥔持する㸦1社）.  

(4)㢳ᐈもẼがつかない未知のࢽーࢬを᥀り出し, そ

のࢽーࢬを〇ရ化し, 㢳ᐈを㺀㦫かす㺁ᥦを行う㸦㸯

社）.  

(5)多様な⏘業のヲ⣽な㢳ᐈࢽーࢬを集し, 他⏘業

でᡂຌしたᢏ⾡をもࣄントとして, 新〇ရを㛤発する

㸦1社）.  

 
ྛ社にඹ通しているのは, 㢳ᐈࢽーࢬを㺀⥅続的㺁に自

社にྲྀり㎸ࡴ⊂自の工夫をしているⅬである. これが, 
⥅続的なイノ࣋ーࣙࢩン出の重要な要因となってい

る.  

ᅗ⾲㸵 ࢽーࢬの種㢮とイノ࣋ーࣙࢩン出手ẁ 
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社にྲྀり㎸ࡴ⊂自の工夫をしているⅬである. これが, 
⥅続的なイノ࣋ーࣙࢩン出の重要な要因となってい

る.  

ᅗ⾲㸵 ࢽーࢬの種㢮とイノ࣋ーࣙࢩン出手ẁ 

ついで, そのࢽーࢬを新〇ရのコンセプトに㌿する

構ຊをྛ社が⦎☻している.  
えࡤ, A社では社㛗自らが未知のࢽーࢬを感知し, 㛤
発担ᙜ者が理ゎできるゝⴥに「⩻ヂ」㸦㢳ᐈの生⏘性

向上, ࣌࢜レーターの࣑ス㜵Ṇ等）する. ここから〇ရ

コンセプトを多ᩘ出し, 評価・㑅ᢥしていく「新〇ရ

㛤発プロセス」を័行化している.  
つまり, 㺀ࢽーࢬ情報の感知Ѝ構Ѝ〇ရコンセプトЍ

㢳ᐈᥦ㸦プレ࣐ーケテイング）Ѝ㛤発Ѝ〇造Ѝ㈍㺁

において, 㺀ࢽーࢬ情報の感知㺁と㺀㢳ᐈᥦ㺁がὙ⦎さ

れ, 受ಙຊと発ಙຊがຠ果的にバランスしている.  
これは, ᮾள工機の主要㢳ᐈのᢏ⾡会㆟の定ᮇ的な

参ຍによるࢽーࢬ集とࢯリࣗーࣙࢩンᥦでも同様

である.  
さらに, B社, C社における「㞴題Ḽ㏄」の方㔪で受ಙຊ

を高め, これを㢳ᐈとの特Ṧရのඹ同㛤発に仕❧てた

り, ḟୡ代〇ရで発ಙຊしたりしていく手法でも観察

される.  
つまり, GNT業はᙜヱ分㔝における高いಙ㢗性や㢳

ᐈとの⥭ᐦな関ಀを最大㝈に活用して, ⥅続的なイノ

ン出を通じて, GNT業のᆅを一ᒙᙉめࣙࢩー࣋

るというዲᚠ環をᙧᡂしている�  
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ෑ㢌の研究課題に対する結論はୗグである。 
(1)本✏でのྲྀり上ࡆたGNT業のイノ࣋ーࣙࢩンは
 。のᏑᅾ�新〇ရが大༙であったࢬーࢽ
 
(2)GNT 業に⮳る⤒㊰は、ỗ用ရ㉳Ⅼと特ὀရ・特
Ṧရ㉳Ⅼが༙々であった。 
 
(3)GNT 業はࡦとたࡧそのᆅを⋓得するとࢽーࢬ
情報をไすることで➇合をࣈロックし, 新つ参ධをᢚ
ไし, ⥅続的にそのᆅを⥔持できる仕⤌ࡳをそれぞ
れが㛤発していることが観察された. 㺀㢳ᐈࢽーࢬ情
報の流れ㺁を自社向けにไᚚし, 結果的に参ධ㞀ቨを
つくる事はὀ目に್する�  
さらに, *17業はそのᆅを活用することで, 㺀㢳ᐈ

の受ಙຊ㺁と㺀自社〇ရの発ಙຊ㺁をバランスよࢬーࢽ

く高めており, イノ࣋ーࣙࢩンを⥅続的に出するዲ

ᚠ環をసり出している� さらに, 㺀㢳ᐈとのඹ㐍化㺁の

レ࣋ルに㐩する業も見られた�  
これらが *17 業のᆅを持続化する大きな要因の

一つとなっている�  
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(15) Drucker, P. F. 1993. INNOVATION AND ENTREPRENEURSHIP. First 
HaperBusiness, (上田ᩔ生ヂ『イノ࣋ーࣙࢩンと㉳業ᐙ精⚄㸦上）』ࢲイ

ࣖࣔンド社、1997年、p.53） 
(16)同上、54-207㡫の事について重」事を㝖すると71事となる.  

これをイノ࣋ーࣙࢩンの7つの機会に分㢮すると、ձணᮇせࡠことの生

㉳㸸11事、ղギャップのᏑᅾ㸸㸶、ճࢽーࢬのᏑᅾ㸸㸳、մ⏘業構造

のኚ化㸸㸶、յேཱྀ構造のኚ化㸸㸶、ն認識のኚ化㸸㸷、շ新しい知識の

出現㸸22となる.  
(17)㺀₯ᅾ的なࢽーࢬ㺁㸸㢳ᐈは感じているがまだだれも౪給していないࢽ

ーࢬ. 伊ᩗஅ(2003)『⤒Ⴀᡓ␎の論理』日本⤒῭新聞社、54㡫.  
(18)同上  
(19) McGrath, M. E. 2001, Product Strategy for High-Technology 
Companies, (Ⳣ正雄・伊⸨Ṋ志ヂ『プロࢲクトストラテジー』日⤒BP社、

2005、279㡫) 
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